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食品技術士センター

2025年新年トークセッション

機能性表示食品の現状課題について
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プログラム

Ⅰ．センターのおける機能性表示食品の検討会開催の経緯

食品技術士センター 検討会 藤井 幹

Ⅱ．基調講演「機能性表示食品の今後について」

消費者庁食品表示課 保健表示室長 今川正紀様

Ⅲ．パネルディスカッション
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Ⅰ．検討会開催の経緯

• 2024年春に発覚した紅麹問題を受け

• 消費者庁からの「今後の対応」に関する発信（2024年5月、８月）

と食品表示基準一部改正の施行（9月）

• 食品技術士センターは食品業界に関連する専門家集団であり、上記

「今後の対策」を具現化する責務と能力があると自負

• 中立的意見として各界に提言することを目的に検討会を立ち上げた

• 会員7名が検討会（リモート）に参加して意見を表明し、他に1名が

書面にて意見を寄稿

• 意見の集約とは別に、我々に何ができるのかを議論する場としてパ

ネルディスカッションを本日開催する
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提言内容の概要

⚫食経験の定義の明確化
⚫医薬品との境界
⚫新規参入企業における参入ハードル
⚫企業が発信する情報の信頼性維持
⚫品質管理能力の維持
⚫リスク管理体制の構築
⚫有資格者の活用
⚫経営者の意識改革

制度

運用
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Ⅱ．基調講演
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「機能性表示食品の今後について」

 消費者庁食品表示課保健表示室長
 今川正紀様



Ⅲ．パネルディスカッション
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（１１：４０終了予定）

（パネリスト）
  消費者庁食品表示課  今川 正紀 室長
  食品技術士センター 中西 弘一 会員
  同      斎藤 剛史 会員
  同      小川 浩一 会員
  同      卯川 裕一 会員
  同      中山 明 会員
（進行係）
  同      藤井 幹夫 会員



討議内容

１．健康被害は回避できたか？

a. HACCPやPRPの限界とISO22000、FSSCの必要性

b. 天然物、培養生産物等の同一性を確認する手法（cGMPの例）

２．類似被害の回避に向けて我々にできること

a. 管理システム（品質、リスク）の運用と維持

b. 事業者トップの啓蒙（手法及び成功体験談）

c. 業界自主基準の整備支援（活動主体、旗振り役）

３．行政や業界に対する提言

a. 新規参入ハードルの必要性（玉石混淆時代には戻れないが）

b. アドバイザリースタッフ等の要件化

c. 食経験、食薬区分の運用（劣化コピー品の規制は可能か？）

d. 正確・公正な情報発信（SNSの活用等）

e. ビジネスモデルの妥当性検証（消費者利益優先か？）

f. その他
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１．NN会員（生物工学）

• 内閣府消費者委員会にて機能性表示食品を審査
（～2016年）

• 食経験の定義が曖昧（欧米では最低25年）

• 抽出、濃縮したエキスは食経験なしと判断する
べき
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2．ST会員（生物工学）

• 化学メーカー（印刷系）勤務

• 自社で問題となった「プベルル酸」等の分析が
出来る会社は少ない

• 関連する7法令（食衛法、ＪＡＳ法、食品表示
法、景表法、計量法、健康増進法、薬機法）を
新規参入企業は遵守できるか？
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３．KA会員（生物工学）

• 現役時は食品原料の製造、治験薬の製造・出荷
を担当

• 品質部門の立場が製造部門よりも弱く、品質問
題があっても安定供給が優先されて出荷が承認
されるケースが散見

• 品質部門は兼務者が多く、責任の所在が複雑で
かつ対応も遅れ気味
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４．FU会員（生物工学）

• 紅麹サプリの関与成分はスタチン（処方薬）で
あり、食薬区分で規制できないか？

• 品質が劣る「劣化コピー医薬品」を薬よりも高
値で販売していた

• これとは別に、本来的医薬品名を機能成分とし
て表示させない（モナコリンK ⇒ 米紅麹ポリケ
チド）運用は誰得の制度？
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５．OG会員（生物工学）

• サプリメント形状ものは成分濃度が高くなりや
すいため個別にリスクを議論すべき

• 品質管理体制が適切かどうかの定期的な監査が
必要（形だけ管理体制を整えても意味がない）

• トップの経営判断が重要であり「危機管理体制
の構築」と「トラブルシミュレーションの定期
的な実施」を義務化してトップを啓発
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６．AD会員（生物工学）

• 日本食品安全協会（旧 健康食品管理士認定協
会）で保健機能食品に係るアドバイザリース
タッフを養成中

• 健康食品の有効性、安全性を健康管理との観点
で情報伝達できる人材を広く社会で活かすこと
は、健康食品を巡る事故の再発防止の大きな手
段となり得る（国からの支援も希望）
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７．NY会員（経営工学、総監）

• メーカーからの情報を信じて購入している人が
多く、商品選択の際に相談できる場所がない

• 機能性表示食品メーカーには開発着手の為の規
制が必要

• 上記に関して第三者機関（技術士等）による事
前審査を受けるシステムを提言
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８．AZ会員（農業・総監）

• 紅麹問題に対する国の動きは迅速かつ妥当で
あった

• 紅麹問題は機能性表示食品の制度とは別の次元
の話（一般衛生管理体制の問題）

• 一定の生産条件や衛生環境を制御してPRP、
HACCPを遵守し続けることが重要
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【参考資料１】
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimad
zu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/appl
ications/application_note/19565/an_a599.pdf
より引用

https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/19565/an_a599.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/19565/an_a599.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/19565/an_a599.pdf
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【参考資料２】

https://www.supplement-
j.co.jp/quality_certification.html より引用

米国の食品安全強化法（FSMA）とcGMP（current GMP）
の内容を含む同機関の要求事項への適合性が認められる

英国LGCが運営する製造工場に対するア
ンチ・ドーピング認証プログラム

Supplement Japan社の品質基準と認証

https://www.supplement-j.co.jp/quality_certification.html
https://www.supplement-j.co.jp/quality_certification.html
https://www.supplement-j.co.jp/quality_certification.html
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